
9月定例会レポート
決算審査
補正予算審査
委員会報告
5議員が市政を質す　～一般質問～
こんなまちづくりに期待します

4p
8p
10p
12p
17p



2

定
例
会
レ
ポ
ー
ト

　平成２８年９月（第３回）定例会が、９月１日から２９日までの２９日間開催され、報告案件１件、承認案
件３件、条例議案３件、一般議案１件、予算議案４件、決算認定９件を審査した。採決の結果、すべて原案
どおり可決した。
　今回の議会で決まった主なこと、議決結果は次のとおり。

9 月定例会で決まった主なこと

平成 27 年度の主な会計別決算
会　計　名 歳　　　入 歳　　　　出

一 　 般 　 会 　 計 251 億 9,628 万円 240 億 3,154 万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 79 億 3,899 万円 75 億 2,378 万円
後期高齢者医療特別会計 5 億 1,111 万円 5億    849 万円
介 護 保 険 特 別 会 計 50 億 4,428 万円 48 億 3,057 万円
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会
レ
ポ
ー
ト

議　案 件　　　名 議決結果 付託委員会

承 認 第 4 号 専決処分の承認 
（平成２８年度一般会計補正予算（第３号））

原 案 承 認
全 会 一 致 予算審査特別

承 認 第 5 号 専決処分の承認 
（平成２８年度一般会計補正予算（第４号））

原 案 承 認
全 会 一 致 予算審査特別

承 認 第 6 号 専決処分の承認 
（平成２８年度一般会計補正予算（第５号））

原 案 承 認
全 会 一 致 予算審査特別

議案第 63 号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 原 案 可 決
全 会 一 致 総　　 務

議案第 64 号 ゲートボ－ル場の設置及び管理に関する条例の一部改正 原 案 可 決
全 会 一 致 福　　 祉

議案第 65 号 普通財産管理基金条例の廃止 原 案 可 決
全 会 一 致 福　　 祉

議案第 66 号 財産の無償貸付 原 案 可 決
全 会 一 致 総　　 務

議案第 67 号 平成２８年度一般会計補正予算（第７号） 原 案 可 決
賛 成 多 数 予算審査特別

議案第 68 号 平成２８年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
全 会 一 致 予算審査特別

議案第 69 号 平成２８年度水道事業会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
全 会 一 致 予算審査特別

議案第 70 号 平成２８年度一般会計補正予算（第６号） 原 案 可 決
全 会 一 致 予算審査特別

認定第 1 号 平成２７年度一般会計歳入歳出決算 原 案 可 決
賛 成 多 数 決算審査特別

認定第 2 号 平成２７年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算 原 案 認 定
全 会 一 致 決算審査特別

認定第 3 号 平成２７年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 原 案 認 定
全 会 一 致 決算審査特別

認定第 4 号 平成２７年度介護保険特別会計歳入歳出決算 原 案 可 決
賛 成 多 数 決算審査特別

認定第 5 号 平成２７年度滝田財産区特別会計歳入歳出決算 原 案 認 定
全 会 一 致 決算審査特別

認定第 6 号 平成２７年度北三原財産区特別会計歳入歳出決算 原 案 認 定
全 会 一 致 決算審査特別

認定第 7 号 平成２７年度南三原財産区特別会計歳入歳出決算 原 案 認 定
全 会 一 致 決算審査特別

認定第 8 号 平成２７年度国保病院事業会計決算 原 案 認 定
全 会 一 致 決算審査特別

認定第 9 号 平成２７年度水道事業会計決算 原 案 認 定
全 会 一 致 決算審査特別

平成28年南房総市議会 ９月定例会提出議案等議決結果

議員定数特別委員会
　平成 28年９月14日に第１回の委員会を開催した。
　今後、３カ月に１回程度の委員会を招集し、次回は12月議会中を予定している。

議案ごとの賛否　　　　　　　　
阿
部
美
津
江

平
川
　
幸
男

安
田
美
由
貴

峯
　
　
隆
司

川
﨑
　
愼
一

関
　
　
壽
夫

髙
木
　
幹
男

長
谷
川
　
博

青
木
　
建
二

寺
澤
　
利
郎

川
上
　
　
清

飯
田
　
彰
一

辻
　
　
貞
夫

栗
原
　
保
博

川
名
　
晴
作

青
木
　
正
孝

羽
山
　
和
夫

木
曽
　
貴
夫

真
木
　
利
幸

鈴
木
　
直
一

議案第67号 平成２８年度一般会計補正予算（第７号）○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

認定第1号 平成２７年度一般会計歳入歳出決算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第4号 平成２７年度介護保険特別会計歳入歳
出決算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員名
議案名

　  ( 賛否が分かれた議案のみ掲載）　

　○：賛成　×：反対　欠：欠席
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決
算
審
査

9 会計総額　395 億 609 万円を支出

平成２7年度決算を認定

　

９
月
16
日
・
20
日
、
決

算
審
査
特
別
委
員
会
を
招

集
し
、
議
長
及
び
議
会
選

出
監
査
委
員
を
除
く
全
議

員
で
審
査
を
行
っ
た
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、

原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎
一
般
会
計

○ 

地
方
債
現
在
高　

２
８
２
億
円

問　
地
方
債
の
う
ち
８
割
が

交
付
税
措
置
さ
れ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

借
金
を
返

し
終
わ
る
ま
で
の
期
間
、
10
〜

20
年
間
か
け
て
返
っ
て
く
る
。

○ 

入
札
状
況

問　

落
札
率
99
％
以
上
５

件
・
95
％
以
上
94
件
だ
が
、

少
し
で
も
落
札
率
を
落
と

せ
な
い
の
か
。

総
務
部
長　

適
正
な
設
計
金

額
に
基
づ
き
、
参
加
業
者
が

設
計
金
額
に
ほ
ぼ
近
い
形
で

応
札
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、

設
計
に
対
し
て
、
業
者
も
適

正
に
見
積
も
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

○ 

土
地
賃
貸
料　６

７
１
万
円

問　

千
倉
郵
便
局
前
駐
車

場
の
利
用
状
況
と
土
地
賃

貸
料
は
。

管
財
契
約
課
長　

６
台
の
契

約
が
あ
り
、
13
万
２
千
円
の

収
入
が
あ
る
。

　

ほ
か
25
台
分
は
、
第
５
支

団
第
３
分
団
の
使
用
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
い
る
。

問　

駐
車
場
と
し
て
整
備

し
た
が
利
用
状
況
が
少
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

事
前
の
調
査
不
足
で
は
な

い
か
。

総
務
課
長　

駐
車
場
の
一
部

売
却
や
、
普
通
財
産
と
し
て

全
体
を
売
却
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
駐
車
区
画
の

整
備
前
に
郵
便
局
に
も
使
用

す
る
か
ど
う
か
打
診
し
た
。

整
備
し
た
こ
と
で
多
少
な
り

と
も
収
益
が
上
が
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。

○  

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
管

理
費
・
土
地
借
上
料

　
　
　

２
７
０
万
円

問　

行
政
セ
ン
タ
ー
に
な

る
時
、
見
直
し
契
約
は

２
５
０
万
円
と
聞
い
て
い

る
が
土
地
借
上
料
の
内
訳

は
。

管
財
契
約
課
長　

平
成
23
年

ま
で
は
、３
２
６
万
７
千
円
で
、

24
年
に
見
直
し
、
寺
が
持
っ

て
い
る
土
地
が
２
５
０
万
円

で
個
人
の
土
地
を
合
わ
せ
た

金
額
が
、
２
７
０
万
円
と
な

る
。

○ 

移
住
定
住
促
進
事
業

５
０
０
万
円

問　
そ
れ
ぞ
れ
の
実
績
は
。

企
画
財
政
課
長　

・
二
地
域
居
住
推
進
事
業
は
、

移
住
定
住
を
目
的
と
し
て
進

め
て
い
る
事
業
で
都
内
か
ら

延
べ
60
人
が
参
加
し
古
民
家

な
ど
の
改
修
の
体
験
や
交
流

を
し
た
。

・
お
試
し
田
舎
暮
ら
し
事
業

は
、
和
田
地
区
く
す
の
木
を

利
用
し
農
業
体
験
や
市
内
観

光
で
２
泊
３
日
の
ツ
ア
ー
に

26
人
が
参
加
し
た
。

・
南
房
総
の
婚
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
２
回
の
開
催
で
４

組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
。

○  

認
定
子
ど
も
園
施
設
型

給
付
費
負
担
金

　
　

２
８
３
万
円

問　

富
津
市
へ
２
人
、
大

阪
府
へ
１
人
と
あ
る
が
、

大
阪
へ
は
、
ど
の
よ
う
な

事
情
で
支
出
す
る
事
に

な
っ
た
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長　

市
内
に

住
所
が
あ
る
人
が
、
里
帰
り

出
産
で
上
の
子
を
保
育
所
に

預
け
た
こ
と
に
よ
る
支
出
。
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○ 

車
両
管
理
費３

０
４
８
万
円

問　

公
用
車
の
購
入
台
数

と
金
額
は
。

管
財
契
約
課
長　

市
長
車

６
２
６
万
円
、
軽
バ
ン
４
台
と

軽
ト
ラ
１
台
で
５
４
４
万

８
５
３
４
円
。

○ 

災
害
対
策
費

　

 

広
域
避
難
所
ガ
ス
発
電

機
設
置
工
事

　
　

１
１
１
２
万
円

問　

業
者
を
選
ぶ
時
は
、

複
数
会
社
か
ら
見
積
も
り

を
取
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

参
考
見
積

も
り
を
１
社
か
ら
取
っ
た
が
、

大
き
な
事
業
は
複
数
業
者
か

ら
見
積
も
り
を
取
る
よ
う
努

め
る
。

○  

道
の
駅
管
理
運
営
事
業

委
託
料

問　

道
の
駅
の
指
定
管
理

料
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
。

観
プ
ロ
課
長　

光
熱
水
費
や

施
設
警
備
等
の
経
費
の
過
去

３
年
平
均
を
基
準
額
に
し
、

そ
こ
か
ら
テ
ナ
ン
ト
料
を
引

い
た
額
を
指
定
管
理
料
と
し

て
い
る
。

○ 

和
田
浦
Ｗ
Ａ
・
Ｏ
！
管

理
運
営
事
業３

４
７
万
円

問　

和
田
浦
Ｗ
Ａ
・
Ｏ
！

は
、
テ
ナ
ン
ト
が
１
社
だ

け
で
い
い
の
か
。

商
工
観
光
部
長　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
地
域
づ
く
り
協
議
会
『
Ｗ

Ａ
Ｏ
！
』
が
、
こ
の
テ
ナ
ン
ト

と
一
緒
に
経
営
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
指
定
管
理
を
受
け
営

業
し
て
い
る
。

○
ご
み
収
集
事
業

 

１
億
２
４
５
１
万
円

問　

ご
み
袋
の
価
格
を
下

げ
る
考
え
は
な
い
か
。

千
倉
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長　

考
え

る
余
地
は
あ
る
が
、
現
在
は

価
格
を
下
げ
る
予
定
は
な
い
。

○
新
規
就
農
者
支
援
事
業

３
１
７
万
円

問　

新
規
就
農
者
数
と
継

続
就
農
者
数
は
。

農
業
支
援
室
長　

毎
年
15
人

ほ
ど
の
新
規
就
農
者
が
い
る
。

　

研
修
で
３
人
、
経
営
安
定

事
業
で
４
人
が
補
助
を
受
け
、

27
年
度
は
４
人
が
就
農
し
た
。

平成 27年度一般会計決算内訳

民　 生　 費　：　市民全般の福祉の充実のために      
公　 債　 費　：　市が借りているお金の返済      
衛　 生　 費　：　市民の健康維持や生活環境整備のために    

歳入
251億9,628万円251億9,628万円

<地方交付税>
109 億 2,992 万円
43.4%

<地方交付税>
109 億 2,992 万円
43.4%

<市税 >
38 億 7,252 万円
15.4%

<市税 >
38 億 7,252 万円
15.4%

<市債 >
34 億 1,360 万円
13.6%

<市債 >
34 億 1,360 万円
13.6%

<国県支出金>
32 億 7,782 万円
13.0%

<国県支出金>
32 億 7,782 万円
13.0%

<繰越金 >
11 億 9,032 万円
4.7%

<繰越金 >
11 億 9,032 万円
4.7%

<その他 >
25 億 1,210 万円
9.9%

<その他 >
25 億 1,210 万円
9.9%

<<
333
11

歳出
240億3,154万円240億3,154万円

<民生費 >
52 億 8,272 万円
22.0%

<民生費 >
52 億 8,272 万円
22.0%

<その他 >
17 億 4,937 万円
7.3%

<その他 >
17 億 4,937 万円
7.3%

<総務費 >
34 億 3,268 万円
14.3%

<総務費 >
34 億 3,268 万円
14.3%

<公債費 >
34 億 1,090 万円
14.2%

<公債費 >
34 億 1,090 万円
14.2%

<衛生費 >
19 億 2,680 万円
8.0%

<衛生費 >
19 億 2,680 万円
8.0%

<消防費 >
10 億 3,371 万円
4.3%

<消防費 >
10 億 3,371 万円
4.3%

<農林水産費>
7 億 9,750 万円
3.3%

<農林水産費>
7 億 9,750 万円
3.3%

<土木費 >
6 億 9,765 万円
2.9%

<土木費 >
6 億 9,765 万円
2.9%

<商工費 >
6 億 7,394 万円
2.8%

<商工費 >
6 億 7,394 万円
2.8%

<教育費 >
50 億 2,627 万円
20.9%

<教育費 >
50 億 2,627 万円
20.9%

広域避難所のガス発電機。災害時には、土台に
ガスボンベを設置して使用
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決
算
審
査

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

カ
ー
ド
の
管
理
や
情
報
漏
え

い
の
懸
念
か
ら
利
点
か
考
え

に
く
い
。

　

和
田
浦
Ｗ
Ａ
・
Ｏ
！
は
多

く
の
テ
ナ
ン
ト
や
農
家
の
参

加
が
で
き
る
よ
う
に
体
制
の

改
善
を
求
め
、
反
対
す
る
。

　

予
算
執
行
も
適
切
に
行
わ

れ
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
と
思
う
が
、
決
算
審
査
で

指
摘
さ
れ
た
内
容
や
意
見
を

重
く
受
け
止
め
、
更
な
る
行

革
推
進
に
取
り
組
む
べ
き
と

し
、
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
認
定
。

○  

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業

　
　

８
０
４
９
万
円

問　

箱
わ
な
の
１
基
当
た

り
の
金
額
は
。

農
林
水
産
課
長　

国
庫
補
助

で
作
っ
た
74
基
は
、
４
万
円
。

　

市
単
独
の
31
基
は
、

４
万
８
千
円
。

　

普
通
建
設
事
業
費
約
43
億

円
の
う
ち
、
幼
保
一
体
施
設
等

の
建
設
が
６
割
を
占
め
る
。
今

あ
る
建
物
の
活
用
を
求
め
る
。

　

千
倉
郵
便
局
前
駐
車
場
は

無
料
で
開
放
す
べ
き
。

　

市
長
車
購
入
や
、
議
員
・

市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
の

期
末
手
当
増
額
は
、
市
民
感

覚
に
沿
わ
な
い
。

　

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル
・

は
ま
ゆ
う
は
、
公
共
施
設
と

し
て
の
機
能
を
残
し
、
社
協

の
イ
ベ
ン
ト
で
も
使
用
料
減

免
を
求
め
る
。

　

重
度
心
身
障
害
者
へ
の
医

療
費
助
成
は
、
１
回
３
０
０

円
の
自
己
負
担
が
か
か
る
よ

う
に
な
り
、
65
歳
以
上
の
人

が
制
度
か
ら
外
さ
れ
た
。

財政指標

■財政力指数
　　 ３年度間の平均値で表す。１に近いほど財政力が強い。１を超えると余裕財源を持っていることになる。
平成２７年度は０. ０１ポイント下回った。

■実質収支比率
　　 実質収支額の水準を判断するもの。３～５％が望ましいとされる。平成２７年度は前年度と同じ６．５％
だった。

■経常収支比率
　　 低いほど弾力性がある。税金などの一般財源が扶助費や人件費などの経費にどれだけ使われたかを表す
もの。平成２７年度は８６．８％で前年度を０．６ポイント下回った。

■実質公債費比率
　　 １８％から地方債の発行に許可が必要になる。２５％以上で地方債の発行が制限される。平成２７年度
は６. ５％で前年度を０．２ポイント上回った。

区　分 平成 27 年度 平成 26 年度 平成 25 年度

財 政 力 指 数 0.35 0.36 0.36

実質収支比率 6.5％ 6.5％ 8.2％

経常収支比率 86.8％ 87.4％ 80.8％

実質公債費比率 6.5％ 6.3％ 6.8％

有害鳥獣駆除のため箱わなを設置

反
対
討
論

賛
成
討
論
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決
算
審
査

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問　

高
額
療
養
費
は

５
億
５
７
９
９
万
円
だ

が
、
件
数
と
１
件
当
た
り

の
費
用
は
。

保
険
年
金
課
長　

一
般
被
保

険
者
は
、
８
８
８
１
件
で
、
１

件
当
た
り
５
万
８
３
２
４
円
。

問　

医
療
費
の
抑
制
策
は
な

い
か
。

保
険
年
金
課
長　

広
報
誌
で

の
啓
発
や
、
健
診
・
人
間
ド
ッ

わ
る
収
入
で
あ
る
。

　

件
数
は
３
５
５
件
、
金
額

は
１
２
２
万
円
だ
っ
た
。

　

介
護
度
の
誤
り
や
、
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ド
の
誤
り
、
請
求

日
数
や
件
数
の
誤
り
で
、
介

護
報
酬
の
過
誤
請
求
が
発
生

し
た
。

問　

要
介
護
１・
２
で
特

養
ホ
ー
ム
の
入
所
対
象
か

ら
外
れ
た
人
、
食
費
・
居

住
費
の
補
助
が
な
く
な
っ

た
人
、
利
用
料
が
２
割
負

担
と
な
っ
た
人
は
、
そ
れ

ぞ
れ
何
人
か
。

健
康
支
援
課
長　

要
介
護
１
・

２
合
わ
せ
て
96
人
。
食
費
・

居
住
費
を
新
た
に
負
担
す
る

人
は
13
人
。
利
用
料
２
割
負

担
は
１
４
８
人
。

　

65
歳
以
上
の
８
割
が
介
護

保
険
料
を
値
上
げ
さ
れ
た
。

利
用
料
が
２
倍
に
な
っ
た
人

も
い
る
。
特
養
ホ
ー
ム
の
食

費
・
居
住
費
の
補
助
は
続
け

る
よ
う
求
め
る
。
要
介
護
１
・

２
の
特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
制

限
は
特
例
の
活
用
を
求
め
反

ク
な
ど
を
推
進
し
て
い
る
。

　

原
案
ど
お
り
認
定
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

問　

諸
収
入
が
、
前
年
度

と
比
べ
て
３.

４
倍
に
な
っ

て
い
る
。
過
誤
請
求
の
金

額
と
件
数
、
理
由
は
何
か
。

健
康
支
援
課
長　

諸
収
入
は
、

翌
年
度
以
降
に
過
誤
請
求
の

精
算
が
行
わ
れ
た
場
合
に
加

対
す
る
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
平
成

37
年
を
め
ど
に
、
住
ま
い
・

医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活

支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
国

が
示
す
基
本
方
針
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
事
業
執
行
が

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ

と
か
ら
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
認
定
。

◎
国
保
病
院
事
業
会
計

問　

赤
字
だ
が
、
ど
う
改

善
す
る
の
か
。

国
保
病
院
事
務
長　

現
在
、
医

師
３
人
で
診
療
し
て
い
る
が
、

現
状
で
は
大
変
難
し
い
。
医

師
が
増
え
る
こ
と
で
、
改
善

が
図
ら
れ
る
も
の
と
思
う
。

　

原
案
ど
お
り
認
定
。

◎
水
道
事
業
会
計

問　
給
水
原
価
が
落
ち
て
い

る
が
、
改
善
し
な
い
の
か
。

水
道
局
長　

人
口
が
減
り
、

給
水
量
と
収
益
が
減
っ
て
い

る
た
め
改
善
は
難
し
い
。

　

原
案
ど
お
り
認
定
。

平成 27年度公営企業会計決算

項　　目 国保病院事業会計 水 道 事 業 会 計

収益的収入
及 び 支 出

収入 5 億 3,056 万円 16 億 5,258 万円

支出 5 億 5,918 万円 14 億 1,999 万円

資本的収入
及 び 支 出

収入 2,077 万円 1億 5,333 万円

支出 3,104 万円 6億 133 万円

◎ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎ 

滝
田
・
北
三
原
・
南
三
原

財
産
区
特
別
会
計
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

原
案
ど
お
り
認
定
。　

「広報みなみぼうそう」で健康診断の受診を呼びかけ

反
対
討
論

賛
成
討
論
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補
正
予
算

健
康
支
援
課
長　

来
年
度

も
予
算
が
許
せ
ば
継
続
し

た
い
と
考
え
る
。
年
間
利

用
者
は
６
６
７
人
。（
バ
ス

４
８
７
人
、
タ
ク
シ
ー

１
８
０
人
）

○  

母
子
家
庭
等
自
立
支
援

教
育
訓
練
給
付
金
事
業

６
万
円

　

９
月
14
日
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
招
集
し
、

議
長
を
除
く
全
議
員
で
審

査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

一
般
会
計
補
正
予
算（
第

７
号
）

○ 

千
倉
総
合
運
動
公
園
管

理
運
営
費　

２
９
７
万
円

問　

野
球
場
ブ
ル
ペ
ン
新

設
工
事
は
、
ど
こ
に
ど
う

い
う
形
で
考
え
て
い
る
の

か
。

生
涯
学
習
課
長　

野
球
場

の
ラ
イ
ト
側
の
外
に
、
３

人
の
投
球
練
習
が
可
能
な

屋
外
ブ
ル
ペ
ン
を
考
え
て

い
る
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
市
と
し
て
推

進
し
て
い
る
が
、
今
後
の
整

備
計
画
は
。

市
長　

平
成
32
年
度
ま
で

に
、
有
利
な
財
源
を
活
用

で
き
る
う
ち
に
屋
外
・
屋

内
と
も
必
要
性
が
あ
れ
ば

諸
施
設
の
改
修
整
備
を
考

平成 28年度 一般会計補正（第３号～第７号）８，６８９万円追加

　218億9,684万円総
額

え
て
い
き
た
い
。

○ 

本
庁
管
理
費　

１
８
３
８
万
円

問　

以
前
に
耐
震
診
断
を

し
た
の
で
は
な
い
か
。

管
財
契
約
課
長　

平
成
17

年
に
、
１
次
診
断
を
行
っ

た
が
、
災
害
対
策
本
部
を

設
置
す
る
施
設
で
あ
る
た

め
、
よ
り
詳
細
な
２
次
診

断
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

問　

今
回
再
調
査
を
し
て

大
丈
夫
だ
っ
た
ら
そ
の
ま

ま
か
。

管
財
契
約
課
長　

診
断
・
調

査
結
果
を
確
認
し
た
上

で
、
補
強
す
べ
き
部
分
や

傷
ん
で
い
る
部
分
が
あ
れ

ば
改
修
す
る
。

○ 

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

１
４
８
万
円

問　

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

は
９
月
で
廃
止
さ
れ
る
予

定
だ
っ
た
が
、
今
回
の
補

正
で
半
年
継
続
さ
れ
る
。

　

次
年
度
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。
利
用
者
は
、
何

人
か
。

問　

利
用
者
が
３
人
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
教
育
訓

練
を
受
け
る
の
か
。

社
会
福
祉
課
長　

介
護
福

祉
士
や
看
護
師
等
の
資
格

を
取
得
す
る
た
め
の
教
育

訓
練
が
対
象
と
な
る
。

災害対策本部が設置される本庁舎を耐震診断（２次診断）
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補
正
予
算

○  

農
地
・
農
業
施
設
維
持

管
理
事
業　３

２
４
０
万
円

問　

白
浜
地
区
の
信
号
機

設
置
は
、
事
故
が
多
い
こ

と
か
ら
何
年
も
前
か
ら
要

望
が
あ
っ
た
の
に
、
な
ぜ

遅
れ
た
の
か
。

農
林
水
産
課
長　

要
望
な
ど

が
多
く
交
通
事
故
の
頻
度

の
高
い
場
所
か
ら
設
置
を

し
て
お
り
、
順
位
的
に
下

位
だ
っ
た
た
め
と
考
え
る
。

○ 

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
業
務
委
託
費　

　

３
年
間
で６

７
９
１
万
円

問　

富
浦
・
富
山
・
丸
山

の
市
営
学
童
保
育
所
を
民

間
委
託
す
る
理
由
は
。

子
ど
も
教
育
課
長　

市
の
指

導
員
不
足
。
平
成
32
年
３

月
ま
で
に
指
導
員
は
県
の

研
修
を
修
了
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
研
修
を
受
け
さ

せ
る
余
裕
が
な
い
。

近
隣
市
で
も
専
門
業
者
が

安
定
的
に
運
営
し
て
い

る
。
他
地
区
も
民
間
委
託

を
進
め
た
い
。

教
育
次
長　

い
わ
ゆ
る
丸

投
げ
で
は
な
く
、
運
営
方

針
は
校
長
が
決
め
る
。

○ 

交
通
結
節
点
整
備
事
業

　

財
源
補
正

問　

過
疎
債
か
ら
合
併
特

例
債
に
か
わ
っ
た
理
由
は
。

企
画
財
政
課
長　

県
内
で

過
疎
債
の
要
望
が
多
く
、

県
か
ら
調
整
依
頼
が
あ

り
、
過
疎
債
の
次
に
有
利

な
財
源
で
あ
る
合
併
特
例

債
で
対
応
す
る
。

○
防
犯
対
策
事
業

24
万
円

問　

パ
ソ
コ
ン
を
買
っ
た

理
由
は
。

消
防
防
災
課
長　

パ
ソ
コ
ン

も
シ
ス
テ
ム
化
の
一
環
と

し
て
考
え
て
い
た
。

　

既
存
の
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
で
デ
ー
タ
検
索
す
る

「
台
帳
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を

導
入
す
る
予
定
だ
っ
た

が
、
契
約
時
に
地
理
情
報

シ
ス
テ
ム
が
使
え
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

問　

な
ぜ
パ
ソ
コ
ン
が
補

助
金
対
象
外
だ
っ
た
の
か
。

消
防
防
災
課
長　

事
業
が

委
託
料
だ
っ
た
。

　

会
計
検
査
で
「
パ
ソ
コ

ン
は
、
ほ
か
に
使
え
る
た

め
委
託
料
で
は
な
い
」
と

さ
れ
対
象
外
と
な
っ
た
。

○
市
営
住
宅
管
理
事
業

自
主
退
去
者
移
転
補
償
費

10
件　

95
万
円

問　

財
源
の
半
分
が
国
か

ら
の
交
付
金
だ
が
、
自
主

退
去
は
市
営
住
宅
を
建
て

る
こ
と
が
前
提
か
。

建
設
環
境
部
長　

前
提
で

あ
る
。

問　

６
月
議
会
で
「
改
め

て
市
営
住
宅
の
あ
り
方
を
検

討
中
」
と
し
て
い
た
が
、
検

討
結
果
は
ど
う
な
っ
た
か
。

管
理
課
長　

継
続
し
て
検

討
中
。

問　

富
浦
市
営
住
宅
入
居

者
に
は
市
営
住
宅
を
建
て

な
い
と
説
明
し
て
い
る
の

か
。

建
設
環
境
部
長　

３
月
議

会
後
、
再
検
討
し
て
い
る

が
、
坪
単
価
を
示
せ
ず
調

整
中
。
建
設
し
な
い
場
合

は
、
支
援
策
と
し
て
、
自

主
退
去
か
譲
渡
の
説
明
を

し
て
い
る
。

　

外
出
支
援
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
券
の
継
続
は
賛
成
だ

が
、
市
営
住
宅
自
主
退
去

者
の
移
転
補
償
費
95
万
円

は
、
今
年
度
中
に
用
意
す

る
緊
急
性
は
な
い
。

　

立
ち
退
き
を
希
望
し
な

い
人
ま
で
退
去
さ
せ
な
い

よ
う
求
め
、
反
対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決
。

反
対
討
論

事故多発の交差点にやっと信号機が設置されることになった（白浜地区）

学童保育所で夏休みに中学・高校生の古典芸能部の生徒たちと交流



10

富浦ゲートボール場を廃止
　

９
月
12
日
、
福
祉
委
員
会

を
招
集
し
、審
査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次
の

と
お
り
。

◎ 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
設
置

管
理
条
例
の
一
部
改
正

問　
富
浦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

の
廃
止
理
由
は
。

健
康
支
援
課
長　

代
表
者

か
ら
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

を
管
理
で
き
ず
市
へ
返
し

た
い
」
と
の
話
が
あ
っ
た
。

問　
会
員
数
と
今
後
の
活
動

場
所
は
。

健
康
支
援
課
長　

実
態
と
し

て
４
人
で
活
動
。
現
在
は
、

三
芳
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
活

動
し
て
い
る
。

◎ 

普
通
財
産
管
理
基
金
条

例
の
廃
止

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
伏
姫
の
郷
」
が
積
み
立
て
た

基
金
の
年
額
と
総
額
は
。

健
康
支
援
課
長　

年
40
万

円
で
総
額
約
６
２
０
万
円
。

　

原
案
ど
お
り
可
決
。

福
祉

補
正
予
算

委
員
会
報
告

◎ 
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）

○  

非
常
備
消
防
費　

１
０
７
６
万
円

問　

全
国
大
会
に
出
る
他

自
治
体
で
も
１
千
万
円
を

超
え
る
予
算
か
。

　

消
防
団
交
付
金
２
４
０

万
円
は
、
ど
う
使
わ
れ
る
の
か
。

消
防
防
災
課
長　

君
津
市
も

問　

瓦
な
ど
は
、
ど
う
処

理
す
る
の
か
。

千
倉
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長　

　

台
風
被
害
の
た
め
緊
急

で
受
け
入
れ
る
。
産
業
廃

棄
物
な
の
で
、
事
業
者
に

処
分
を
頼
む
。

問　

千
田
黒
潮
団
地
裏
の

水
溜
り
に
誰
が
瓦
を
埋
め

た
の
か
。

建
設
環
境
部
長　

建
設
環

境
部
が
指
示
し
た
。

　

台
風
被
害
で
瓦
を
水
溜

同
程
度
の
予
算
。
交
付
金

は
、
長
野
で
の
宿
泊
費
や

事
後
報
告
会
の
費
用
。

◎ 

一
般
会
計
補
正
予
算（
第

５
号
）

○   

ご
み
処
理
事
業　

災
害

廃
棄
物
（
が
れ
き
）
処

理
委
託
料

１
０
０
万
円

り
に
埋
め
る
と
決
め
た

が
、
丸
山
と
千
倉
が
突
風

と
竜
巻
の
被
害
認
定
を
受

け
た
の
で
、
特
例
と
し
て

処
理
委
託
料
を
計
上
し
た
。

◎ 

一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）　　
　
　
　

◎ 

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）　

◎ 

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
は
、

　

原
案
ど
お
り
可
決
。

全国大会でも大活躍した第５支団第３分団

台風で被害にあった民家の屋根
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委 員 会 報 告

丸山運動広場管理棟を
無償貸付

　

９
月
９
日
、
総
務
委
員

会
を
招
集
し
、審
査
を
行
っ

た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎
財
産
の
無
償
貸
付

問　

契
約
す
る
に
あ
た
り
、

会
社
の
ど
の
よ
う
な
点
を

総
務

信
用
し
た
の
か
。

教
育
次
長　

リ
バ
プ
ー
ル
Ｆ

Ｃ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
と
ラ

イ
セ
ン
ス
契
約
が
結
ば
れ
て

お
り
、
英
会
話
ス
ク
ー
ル
の

準
備
も
進
め
て
い
る
の
で
今

ま
で
同
様
に
運
営
で
き
る
と

判
断
し
た
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
よ

る
地
域
の
活
性
化
を
図
る

丸山運動広場管理棟

サッカースクールで自らのスキルアップを目指して

委
員
会
報
告

目
的
だ
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

生
涯
学
習
課
長　

ス
ポ
ー
ツ

合
宿
な
ど
で
、
ス
ポ
ー
ツ
交

流
を
推
進
し
、
そ
の
波
及
効

果
で
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
た
い
。

問　

週
に
何
回
か
練
習
は

行
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

対
外
試
合
や
練
習
試
合
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

公
式
試
合

に
は
参
加
し
て
い
な
い
。
地

元
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
所

属
す
る
子
ど
も
た
ち
が
自
ら

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、

ス
ク
ー
ル
に
入
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど

を
開
催
し
練
習
試
合
形
式
の

練
習
を
考
え
て
い
る
。

◎ 

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
は
、

　

原
案
ど
お
り
可
決
。
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一
般
質
問

青木　建二議員

問
毎
年
、
各
学
校
を
起
震

車
が
巡
回
す
る
こ
と

で
将
来
、
避
難
所
等
の
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
り
得
る
が
。

教
育
次
長
子
供
た
ち
が

「
自
ら
何
を

す
べ
き
か
、
行
動
で
き
る
か
」

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば

良
い
。

問
熊
本
地
震
の
避
難
所
運

営
で
は
車
中
泊
が
多

く
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
や
感

染
症
が
警
戒
さ
れ
、
避
難
状
況

の
把
握
や
被
災
者
へ
の
情
報
提

供
が
遅
れ
た
が
、
避
難
所
運
営

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
見
直
す
考

え
は
あ
る
か
。

市
長
今
後
想
定
さ
れ
る

災
害
で
も
、
車
中

泊
避
難
が
多
発
す
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
国
の
動
向
を

見
な
が
ら
車
中
泊
の
支
援
策

問
嶺
南
中
学
校
、
千
倉
小

学
校
で
実
施
し
た
起

震
車
体
験
搭
乗
の
成
果
は
。

市
長
嶺
南
中
学
校
３
年
生

57
人
、
千
倉
小
学
校

６
年
生
60
人
が
体
験
搭
乗
し
、

「
日
ご
ろ
の
安
全
対
策
の
重
要

性
に
つ
い
て
考
え
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
地
震
の

怖
さ
を
再
認
識
し
、
自
然
災
害

に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て
考
え

る
よ
い
機
会
だ
っ
た
。

を
検
討
す
る
。

問
地
域
の
初
期
消
火
、

避
難
誘
導
や
被
災
者

の
救
出
・
救
護
な
ど
の
役
割
を

担
う
自
主
防
災
組
織
へ
の
啓

発
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
各
地
区
で

の
防
災
訓

練
の
実
施
、
防
災
マ
ッ
プ
の
全

戸
配
布
、
防
災
士
資
格
取
得
支

援
事
業
、
自
主
防
災
組
織
補
助

金
の
創
設
等
で
啓
発
に
努
め

る
。
今
後
は
、
行
政
連
絡
協
議

会
等
を
活
用
し
、
区
長
へ
の
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

問
担
当
課
が
行
政
連
絡

協
議
会
で
指
導
し
、

地
区
ご
と
の
区
長
会
に
は
防

災
士
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
等

の
協
力
を
得
て
、「
避
難
勧
告

と
避
難
指
示
の
違
い
、
台
風
に

お
け
る
広
域
避
難
所
の
開
設
、

大
規
模
災
害
等
に
お
け
る
一

次
避
難
所
の
開
設
」
な
ど
、
事

例
に
も
と
づ
く
指
導
に
よ
り

士
気
が
高
ま
る
と
思
う
が
。

市
民
生
活
部
長
市
民
協
働

の
観
点
か

ら
関
係
機
関
と
連
携
し
、
事
例

等
を
紹
介
し
な
が
ら
啓
発
に

努
め
る
。

防
災
・
減
災
対
策
の
進
捗
に
留
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
は

防
災
意
識
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
は
非
常
に
重
要

起震車体験搭乗は、小中学校に希望を募る

防災意識の向上に向けた周知啓発

5人の議員が市政を質す
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一
般
質
問

寺澤　利郎議員

市
長
富
浦
・
千
倉
・
和
田

で
複
数
軒
の
自
主

的
撤
去
を
確
認
し
て
い
る
。

問
平
成
21
年
施
行
「
空
き

地
の
雑
草
等
除
去
に

関
す
る
条
例
」
の
適
用
件
数
と

概
要
及
び
「
空
き
家
対
策
」
は
。

市
長
毎
年
10
件
〜
15
件
あ

り
、
条
例
施
行
後
累

計
88
件
、
解
決
済
み
63
件
、
未

解
決
25
件
の
ほ
と
ん
ど
が
連
絡

無
し
、
他
に
相
続
放
棄
、
管
財

人
未
選
任
。

建
設
環
境
部
長
空
き
家
対

策
で
は
、

最
後
に
相
続
放
棄
し
た
人
が
民

法
第
９
４
０
条
第
１
項
に
よ
り

相
続
財
産
管
理
人
が
選
任
さ
れ

る
ま
で
、
財
産
管
理
義
務
を
負

う
。解
決
に
至
ら
な
い
場
合「
空

き
家
対
策
特
措
法
」
第
14
条
第

10
項
に
よ
る
行
政
代
執
行
法
、

問
行
政
区
調
査
で
、
空
き

家
は
４
６
０
軒
だ
が
、

ど
の
地
区
が
多
い
か
。

市
長
各
地
区
と
も
世
帯
数

に
対
し
て
一
定
の

割
合
だ
が
、
千
倉
は
人
口
・
世

帯
数
も
多
い
の
で
、
空
き
家
数

も
２
倍
〜
３
倍
多
い
。

問
固
定
資
産
税
が
確
定
す

る
12
月
末
ま
で
に
、
解

消
が
可
能
な
空
き
家
は
あ
る

か
。

略
式
代
執
行
が
で
き
る
。

問
こ
の
条
例
は
、
今
年

５
月
に
国
が
施
行
し

た
特
措
法
に
統
一
さ
れ
る
の

か
。市

長
国
の
法
律
は
、
管
理

不
全
が
原
因
で
周

囲
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
空
き
家
等
に
、
行
政
が

助
言
・
指
導
が
で
き
る
と
規

定
。
措
置
の
対
象
や
内
容
が
異

な
る
の
で
、
別
々
の
適
用
。

問
畑
地
の
樹
木
が
県
道

に
は
み
出
て
通
学
・

通
勤
時
危
険
だ
が
、
解
決
で
き

な
い
。
条
例
と
国
の
特
措
法
を

併
せ
て
条
文
を
追
加
し
解
決

で
き
な
い
か
。

建
設
環
境
部
長
解
釈
や
条

文
の
追
加

で
の
解
決
は
で
き
な
い
。
道
路

法
第
43
条
で
は
、
道
路
に
関
す

る
禁
止
行
為
や
通
行
の
安
全

確
保
に
よ
る
建
築
限
界
の
規

定
、
民
法
２
３
３
条
で
は
「
境

界
線
を
越
え
る
時
は
、
竹
木
の

枝
の
切
除
を
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
あ
る
の
で
、
事
故

防
止
の
観
点
か
ら
土
地
所
有

者
に
対
し
、
県
安
房
土
木
事
務

所
と
協
力
し
、
継
続
的
に
根
気

よ
く
働
き
か
け
る
。

空き家イメージ

樹木が道路にはみ出し、交通の妨げに

空
き
家
対
策
の
進
捗
状
況
は

改
善
措
置
に
つ
い
て
の
助
言
・
指
導
通
知
を

９
月
中
に
発
送
す
る
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阿部美津江議員

災
害
に
備
え
る
環
境

整
備
に
つ
い
て

一
般
質
問

は
な
い
か
。

市
長
過
去
に
も
候
補
会
場

を
比
較
検
討
し
て

い
る
が
、
新
た
な
発
想
や
新
し

い
コ
ン
セ
プ
ト
で
考
え
て
い
く

こ
と
も
大
事
な
た
め
、
必
要
に

応
じ
て
検
討
す
る
。

問
経
費
が
年
々
高
騰
す
る

中
、
運
営
費
は
厳
し
い

現
状
に
あ
る
。
祝
餅
投
げ
の
イ

ベ
ン
ト
の
餅
は
朝
夷
商
工
会
の

工
業
部
会
等
か
ら
の
心
遣
い
が

あ
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
が
実
態
は
。

商
工
観
光
部
長
限
ら
れ
た

収
入
の
運

営
で
各
種
団
体
等
に
も
負
担
が
生

じ
て
き
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
る
。
祝
餅
投
げ
は
、
朝
夷
商
工

会
工
業
部
会
等
か
ら
の
寄
附
や
協

力
を
得
て
行
い
大
き
な
効
果
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問
市
内
及
び
友
好
都
市
か

ら
の
出
店
数
の
推
移
状

況
は
。

市
長
友
好
都
市
等
か
ら
７

団
体
・
市
内
出
店
数

平
均
26
店
舗
で
内
房
地
域
か
ら

は
毎
年
２
店
舗
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

問
現
在
の
開
催
場
所
以
外

も
視
野
に
入
れ
る
考
え

問
広
域
避
難
所
の
非
構
造

部
材
の
耐
震
化
の
現
状

と
今
後
の
計
画
は
。

市
長
す
べ
て
の
小
中
学

校
、
幼
稚
園
で
、

窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
フ
ィ

ル
ム
に
よ
る
対
策
は
完
了
。
平

成
30
年
度
に
は
学
校
施
設
屋

内
運
動
場
の
天
井
の
落
下
防

止
対
策
が
完
了
す
る
予
定
。

問
公
民
館
や
指
定
管
理
施

設
の
安
全
性
の
検
証
は
。

市
民
生
活
部
長
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
管

理
者
と
協
議
し
順
次
対
策
を

検
討
し
て
い
く
。

問
り
災
証
明
の
発
行
・
支

援
金
の
交
付
・
仮
設
住

宅
へ
の
入
退
所
な
ど
の
被
災
者

支
援
情
報
を
一
元
管
理
で
き
る

シ
ス
テ
ム
導
入
の
考
え
は
。

市
民
生
活
部
長
近
隣
市
町

村
の
動
向

や
委
託
料
等
確
認
し
検
討
す

る
。問

本
市
と
し
て
の
お
見
舞

い
の
あ
り
方
の
検
討
や

災
害
見
舞
金
支
給
条
例
の
制
定

の
考
え
は
。

副
市
長
今
回
の
台
風
９

号
の
災
害
を
受

け
て
研
究
し
た
と
こ
ろ
課
題

は
あ
る
。
こ
の
地
域
に
合
っ
た

も
の
を
考
え
て
い
く
。

賑わいのある産業まつり
産
業
ま
つ
り
を
市
の
一
体
感
が
図
れ
る
場
に

引
き
続
き
内
房
地
区
か
ら
の
出
店
を
促
す

申請後に発行されるり災証明書
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る
こ
と
が
難
し
く
、
経
営
基
盤

の
強
化
を
図
る
に
は
、
水
道
料

金
の
改
定
が
必
要
だ
と
判
断
し

て
い
る
。

問
20
％
の
水
道
料
金
の
改

定
を
想
定
し
て
審
議
会

の
意
見
を
伺
う
と
し
て
い
る
が
。

老朽管・石渡管の工事

問
水
道
事
業
の
今
後
の
課

題
と
経
営
状
況
の
見
通

し
は
。

市
長
市
の
水
需
要
は
、
減

少
傾
向
に
あ
り
、
浄

水
場
や
配
水
施
設
の
老
朽
化
、

石
綿
管
の
更
新
及
び
技
術
者
の

育
成
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ

る
。
平
成
27
年
度
は
、
約

４
億
５
千
万
円
の
営
業
損
失
と

な
っ
て
い
る
。
県
や
一
般
会
計
か

ら
約
７
億
円
の
水
道
高
料
金
対

策
補
助
金
を
繰
り
入
れ
、
約

２
億
３
千
万
円
の
純
利
益
を
計

上
し
て
い
る
が
、
今
後
は
こ
の
よ

う
な
高
額
の
補
助
を
出
し
続
け

木曽　貴夫議員

家庭用の 13mm管

水
道
局
長
現
在
、
水
道

事
業
経
営
審

議
会
で
将
来
の
水
道
事
業
の
経

営
状
況
等
を
推
測
し
、
料
金
改

定
率
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
る

が
、
改
定
率
は
ま
だ
決
定
し
て

い
な
い
。

問
水
道
料
金
に
つ
い
て
審

議
会
に
諮
問
し
て
い
る

が
、
そ
の
答
申
は
尊
重
す
る
の

か
。水

道
局
長
審
議
会
の
答

申
は
十
分
尊

重
し
た
上
で
、
三
芳
水
道
企
業

団
と
の
料
金
の
統
一
に
つ
い
て
、

調
整
し
て
い
き
た
い
。

問
現
在
、２
６
０
㎞
も
残
っ

て
い
る
老
朽
管
や
石
綿

管
は
す
べ
て
更
新
で
き
る
か
。

水
道
局
長
老
朽
管
更
新

の
事
業
計
画

で
は
、
石
綿
管
の
更
新
は
平
成

40
年
度
を
め
ど
に
終
わ
る
計
画

一
般
質
問

水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て
現
状
は

水
道
事
業
経
営
審
議
会
で
審
議
し
て
い
る

に
な
っ
て
い
る
。
財
政
状
況
を

見
な
が
ら
少
し
で
も
前
倒
し
早

め
に
更
新
し
た
い
と
考
え
る
。

更
新
計
画
を
踏
ま
え
た
上
で
財

政
見
通
し
を
立
て
て
い
る
の
で
、

更
新
事
業
は
、
計
画
的
に
進
め

ら
れ
る
と
思
う
。
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安田美由貴議員

一
般
質
問

り
、
公
表
段
階
ま
で
調
査
を
進

め
な
か
っ
た
と
聞
く
。

問
測
量
・
地
質
調
査
も

４
０
０
６
万
円
か
け
た

が
、
結
果
を
公
表
し
な
い
の
か
。

建
設
環
境
部
長
同
様
に
公

表
段
階
に

至
ら
ず
と
聞
く
。

問
水
道
事
業
経
営
審
議
会

へ
水
道
料
金
20
％
増
の

諮
問
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
水

道
料
金
の
値
上
げ
を
す
べ
き
で

な
い
と
考
え
る
が
。

市
長
石
綿
管
の
更
新
等
の

課
題
か
ら
、
水
道
料

金
を
改
定
し
、
経
営
基
盤
の
強

化
を
図
る
こ
と
が
必
要
。
審
議

会
で
料
金
改
定
を
審
議
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

問
環
境
ア
セ
ス
に

９
８
６
９
万
円
か
け
た

が
、
調
査
結
果
は
公
表
す
る
の

か
。建

設
環
境
部
長
事
業
の
中

止
で
最
終

的
な
結
果
が
出
ず
、
公
表
は
で

き
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

問
公
表
で
き
な
い
ほ
ど
重
大

な
調
査
結
果
が
含
ま
れ

る
の
か
。
見
せ
ら
れ
な
い
ほ
ど
ず

さ
ん
な
調
査
結
果
だ
っ
た
の
か
。

建
設
環
境
部
長
事
業
が
中

止
と
な

問
県
に
対
し
、
高
料
金
対

策
補
助
金
の
増
額
を
求

め
て
は
ど
う
か
。

市
長
県
に
は
一
定
額
を
出

し
続
け
て
い
た
だ
き

た
い
。
県
の
高
料
金
対
策
は
定

額
補
助
か
ら
始
め
た
が
、
途
中

で
県
も
財
政
が
厳
し
い
た
め

「
市
と
同
額
を
出
す
」
こ
と
に

な
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

問
漏
水
等
で
多
額
の
水
道

料
金
を
請
求
さ
れ
た
場

合
、
市
は
ど
う
対
応
す
る
か
。

市
長
給
水
装
置
の
適
切

な
維
持
管
理
の
も

と
に
発
生
し
た
漏
水
は
、
料
金

の
一
部
を
軽
減
し
て
い
る
。

問
以
前
「
２
カ
月
で

１
０
１
万
円
の
請
求
が

来
た
。
普
段
は
７
千
円
で
15
倍

の
11
万
円
を
支
払
う
こ
と
に

な
っ
た
」
と
の
訴
え
が
あ
っ
た
。

他
自
治
体
の
軽
減
後
の
水
量

は
、
普
段
の
水
量
の
２
倍
か
ら

多
く
て
６
倍
だ
が
、
本
市
が
10

倍
を
上
限
と
し
た
理
由
は
何
か
。

水
道
局
長
普
段
の
水
量

の
10
倍
以
下

の
漏
水
が
大
半
だ
っ
た
た
め
。

問
高
齢
者
バ
ス
券
・
タ
ク

シ
ー
券
を
継
続
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長
継
続
で
き
る
見
通

し
と
な
っ
た
。

水道メーターを見て漏水の確認を

外出支援バス券・タクシー券は継続

水
道
料
金
値
上
げ

漏
水
時
の
減
免

高
齢
者
外
出
支
援

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
環
境
ア
セ
ス
結
果
は

調
査
結
果
の
み
、
ま
と
め
た
と
聞
く

見　本

見　本
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　三芳地区に新規就農して24年になります。親の
転勤であちこち移り住んだので、今やどこより長い
間住んだ土地になっています。
　三芳地区は農学部学生時代の研修先で、気候風土
や有機農業者の人柄にほれ込んでの移住でしたが、
地名や生活習慣の中に中学生まで住んでいた関西や
四国を見つけることもできて、うれしく思っています。
　しかし、なんといっても60年代生まれの私にとっ
て南房総の入門編は、NHKの人形劇「新八犬伝」
でした。物語冒頭の舞台である三芳地区に住むこと
が出来て、感慨も無量です。
　私が八犬伝を語るのもなんですが、よそものであ
る八犬士が次々とはせ参じて来て、南房総地域を盛
り立てる物語であると解釈しています。「八犬伝」は
フィクションではありますが、今も昔も移住者と地
元の方々が協力していろいろなことができる地域で
あるように感じています。
　現在、国内全体に農業を取り巻く環境は、「八犬伝」
で言う所の「玉

たまずさ

梓が怨
おんりょう

霊」が次々と襲いかかってき
ているような状態になってしまっていますが、なん
とかない知恵をしぼって乗り切っていきたいと考え
ています。　

　第二の人生として考えていたのが、里山暮らしです。
　夫婦で趣味のオートキャンプ＆シーカヤックを目的
に南房総の海に通い、地元のクラブ（房州素人船団）
にも参加し、ライフスタイルとして来るようになりま
した。
　そして、温暖な気候・豊かな自然（里山）に憧れ
込み、この地に永住を決めました。
　手造りの家、予算が無いので地元のＴ工務店さん
に無理なお願いをして、上棟・屋根・外壁・窓サッ
シの、雨でも中が濡れる事の無い空洞の家を建てて
もらい、内装部分の床張り・壁張り等の造作を夫婦で
手造りし、友人にも手伝ってもらい、なんとか住める
様にしました。
　実は屋根裏部分は、今でも未完成で継続作業中です。
　移住してから５年経った今、周辺の草刈りと枇杷の
作業や小さな畑の世話に追われ、ミニ忙しい毎日を
送っていますが、収穫の喜びもあり都会では味わえな
い達成感があります。
　そして、皆様からの数多くの優しさに触れる事がで
き、毎日の平穏な暮らしに、深く感謝しております。
　都会から友人が来た折には、里山暮らしについて
熱く語らい、この地を勧めているところです。

赤
あかま

間　宜
のりあき

章さん
（富山地区）

渡
わたなべ

邊　和
かずひこ

彦さん
（三芳地区）

議会広報編集特別委員会では、市民の皆様のまちづくりに対するご意見・ご要望の投稿を募集しています。掲載を希望す
る場合は、本文は４００字以内、顔写真が必要です。
　※ 地区ごとに掲載していますので、時間が掛かる場合があります。
連絡・投稿先　南房総市富浦町青木 28 番地　議会広報編集特別委員会　TEL 0470－33－1111　FAX 0470－20－4595

憧れの里山に暮らして !! 新旧住民が総活躍できる
場所に

市
民
の
声
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南房総市議会のホーム
ページで

録画配信しています。
スマホでも視聴できます。

からご覧ください。

市ホームページ

市議会

市議会インターネット
中継

▼

▼

あの一般質問の行方はあの一般質問の行方は

　

千倉小学校から水神社までの道路側溝にふたのない箇所がある。しかも段差も深く朝の
通勤時間には、児童の通学路でもあり大変危険である。早急な改修工事が必要ではないか。

（平成２７年６月定例会）

本年度より現場を調査・測量し、改修を進める。

　平成２７年度に測量を実施し、平成２８年９月議会で「通学路交通安全対策
工事」として補正予算を可決した。今後、平成２８・２９年度の２カ年で、ふ

た付の道路側溝に改修される。

その後

　定例会で行われた一般質問について、その後の状況を
お知らせするコーナーです。

　

例
年
に
な
い
秋
の

長
雨
に
悩
ま
さ
れ
た

９
月
。
今
年
は
異
常

気
象
？
地
球
環
境
の

悪
化
で
、
こ
れ
が
普

通
に
な
る
？
そ
れ
で

も
赤
い
彼
岸
花
は
咲
き
揃

い
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
甘

い
香
り
が
漂
い
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
や
阿
蘇
山
の

噴
火
。
近
い
将
来
必
ず

や
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
首

都
直
下
型
地
震
や
モ
ン
ス

タ
ー
台
風
な
ど
な
ど
。
災

害
へ
の
備
え
を
忘
れ
ず

に
。

　

定
例
議
会
中
を
含
め
、

全
５
回
の
編
集
会
議
を
経

て
完
成
す
る
「
議
会
だ
よ

り
」
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
ま
す
よ
う
に
。

通学路交通安全対策で側溝の工事を予定（千倉小学校から水神社まで）

追
跡


